
clubSBC ２０１５．６．２０(土)
１９：３０～２２：００

（終了後懇親会あり）

参加費 3000円＋年会費3000円（ご入会いただいた方は次回から当日会費のみ）

ビジター参加：6000円 会員スタッフ：3000円 学生：無料

大阪府 開業 宮地栄介先生
症例発表

論文抄読

前歯部叢生患者に再生療法と矯正治療を行った一症例

東京都世田谷区開業 髙井周太郎先生

会場 相互会館110タワー5階 イベントホール“MySta”
東京都中央区京橋３－７－１（京橋交差点・東京メトロ銀座線京橋駅直結）

clubSBCは，どなたでも参加可能なオープンなスタディーグループです。
事前のお申し込みは不要ですので直接会場までお越しください。

歯周炎の発症により骨欠損が生じる理由は、細菌の
問題や力の問題等が考えられる。

今回は重度の慢性歯周炎の患者に対し、前歯部叢生
が見られる患者において再生療法を行ったうえで

今後のその部位の長期安定を得るために、矯正治療を
行った症例を報告する。

アレルギー症状の一種であるアナフィラキシー。日常生活の様々な
シーンで起こりうる可能性があり、主な原因としては食べ物や薬物
といったものがある。歯科治療中の発生頻度は低いと思われるが

多くの薬剤を使用する歯科医院内でも起こりうる可能性は十分あると
考える。そこで、万が一の事態の際にはどのような対応をすれば良い
のか。私の勤務している医院で備えている事と、いくつかの資料
を参考にさせてもらいまとめたものを発表したいと思う。

会員発表 もし医院でアナフィラキシーショックが起きたら

医療法人社団KDCかなもり歯科クリニック 岡澤綾佳さん

『Bone level variation after vertical ridge augmentation: resorbable
barriers versus titanium-reinforced barriers. A 6-year double-blind 
randomized clinical trial.』

（垂直的骨増生後の骨レベルの変化：吸収性膜とチタン強化型膜に
おける6年経過後の二重盲検ランダム化比較試験）


